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 　＜不動産(２)＞では、

 　 (1)不動産の類型

　 ＜不動産(3)＞では、 講師・ＣＦＰ．高橋　昭夫　先生

  　(2)不動産の登記 日本ファイナンシャルプランナー協会正会員

 　 (3)不動産登記できる権利

　  (4)対抗要件と公信力
 　について学びました。

　 ＵＲＬ． http://www.machi-net.org/ に同時掲載しています。
  ＜不動産（３）＞ 発行責任者   NPO法人・まちづくりネットワーク

５）不動産登記簿 〒306-0041　古河市鴻巣７５８番地     Tel・Fax 0280 47 0033
　　不動産登記簿には「土地登記簿」と「建物登記簿」の２種類がある。
　　
不動産登記簿は「表題部」「甲区」「乙区」から構成されている。  

  表題部  ・所在地、地目、地積、家屋番号、種類、構造、床面面積等が 
    記載されている。 アナログ から デジタルへ・・・Ｗｅｂ 1.0  から  Ｗｅｂ 2.0 へ

 ・ まちづくりネットワーク2005年度活動報告 市民紙上セミナー

 
   所有権に関する事項が記載されている

  甲　区  （所有移転、所有に関する仮登記、差し押さえ、仮処分など）

  所有権以外の権利（抵当権設定、地上権設定、地役権設定など）
  乙　区  ・抵当権設定については、抵当権者やその原因、内容等がわかる

 （登記した順序が記載されている）
アナログからデジタルへ
写真家・作家の藤原 新也さんは、フィルムカメラからデジタルカメラへ

６）登記簿の閲覧、謄本の請求 移行している昨今について、新聞に要旨こんなことを書かれていました。
　　登記簿の閲覧や謄本、抄本の請求は自由に誰にでも出来る。 『デジタルの欠陥と言われてきた　白から黒に至るまでの「階調表現(ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾚﾝｼﾞ)」
　　手続きは土地、建物を管轄する登記所（法務局出張所）で申請書に地番 の不足について、実は近頃のフイルムについても同様なことが言える。
   （住居表示とは異なる）、家屋番号、申請者の氏名等必要事項を記入し、 「階調表現」が豊富であることは、見た目に地味に見え、その幅が狭いことは、
     手数料として登記印紙を貼付して申請する。 コントランスが高くなり、派手に見える。

一方、色の派手さ加減である「彩度」は高いほど、派手に見える。
ここ30年の間に、フィルムは「階調表現」も「彩度」も高く作られ、実際の自然色よ

７）登記所で確認出来るもの（閲覧） りも派手になり、結果としてユーザーの視覚も自然でない「派手な色」を記憶色とし
て脳内に定着させ、それを[きれい」と感じるデジタル的感性になっている。

  地図と公図 土地の区画や番地、位置、形状等が記入されている。 デジタル化への移行は、現代人の感性のデジタル化と同時進行の出来事と思われる。
地図が完成するまで、公図が利用される。 タテ縞の飼育小屋で育った猫は横縞が見えなくなるという衝撃的な実験のように、

2000年代の人類は、その猫の生態に似ているようだ。』と課題を指摘されています。
 

  建物図面 建物の位置や形状を明確にした地図。 Ｗｅｂ 1.0  から  Ｗｅｂ 2.0　へ
インターネットの領域で流行中のこの用語の意味は、今のところ流動的ですが、
従来のように企業や専門家が主体で、ウェブ上に情報や技術を発信している状況を

  地積測量図 土地の形状や面積を示した測量図。 「Ｗｅｂ 1.0」といわれているに対して、
企業や専門家に代わって、世界各地のネット利用者が、情報や技術を発信し合い、
新しいサービスを作ろうという潮流を捉えて「Ｗｅｂ 2.0」と表現しています。

  閉鎖登記簿 建物の滅失登記後の登記簿は閉鎖登記簿として、
 一定期間保管される。 「Ｗｅｂ 2.0」の例としては、素人が書いた記事の中から世界中のボランティアが

良いと思われるものを選んでネット上に辞書を作っていくウェブサイトの
「ウィキぺディア」があることはご存知の通りです。

＊滅失登記→　建物を取り壊したあと、その建物がなくなったことを登記する登記のこと。 今や「ウィキペディア」は200以上の言語で180万項目に近いものを有する巨大な
  「ネット百科辞典」といわれています。 （2面へ）

（４） （１）

 １００号

   社会教育の推進   まちづくりの推進   環境保全の推進

 社会教育の推進活動

１００号
ご 案 内

　小池　貞三郎

　　暮らしとタックスプラン(税)　ー　その２６

　 当法人は、三桜工業株式会社の支援により設立されましたＮＰＯ認証法人です。

１面

２面 ３面 ４面

課題を残しながら

    アナログ から デジタルへ
       Ｗｅｂ 1.0  から  Ｗｅｂ 2.0 へ

ウ ェ ブ・イッテンゼロ ウ ェ ブ・ニーテンゼロ
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　　①・講演会参加者　②・講師・塚本こなみ氏　（

古河市福祉の森会館にて）

　「水辺の楽校」のクリーン作戦に参加（4月23日）

③・まちネットに協力して参加された市民の方々④・同じく協力された三桜工業(株）社員　　　　　　　　　　　　

（渡良瀬河川敷に社員て）

　古河市立第一小学校の文化祭に参加(11月12日)
　　①②③・「楽しく学ぼう！インターネット」
　　　　　のテーマで学習指導
　　　　　　　　　　　

（古河市立第一小学校パソコン教室にて）
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⑤ ⑥

⑦

中心街活性化の祭りに参加（11月20日）

⑥･古河市中心市街地活性化の祭りで
草花販売(三桜工業・古河オフィス敷地内にて)

　　　花のまちづくり（年間）

⑤･「街に・家に花を！」をモットー
　　に園芸農家と協働で草花を販売
「三桜工業(株）古河事業所・駐車場にて」

　　　　古河市＜ラベンダー祭り＞に草花販売で参加（6月19日）
　
　①・販売にボランティア参加の女子大生たち。　②・市民で賑わう販売コーナー。
 ③・販売レジのボランティア参加の三桜工業社員の方々　（古河市福祉の森にて)

　　古河市中心市街地活性化の祭りに参加（11月20日）

④・中心市街地活性化の一環としての＜さざんか祭り＞で、
　　パソコンコーナーを設営・学習指導
「ＮＰＯと(株)サンオーコミュニケーションズの協働行事」
　　　　　　　　　　　　　　　　(三桜工業・古河オフィス敷地内にて)

③

②

①

③

④

　　　　　　　ＮＰＯ関連法の趣旨により、2005年度の活動内容の概要を報告致します。


